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仕様書 

 

１ 契約の概要 

（１） 契約名 

  北海道本庁舎セキュリティ設備の賃貸借契約 

（２） 目的 

  北海道本庁舎（以下、「庁舎」という。）のセキュリティの向上。 

（３） 契約の内容 

① 庁舎におけるセキュリティゲート等のセキュリティ設備（以下、「入退庁管理システム等」

という。）の設置及び運用に必要なシステム等の一切の賃貸借並びに保守管理。 

② 北海道アプリ（ポケットサイン社が運用するスーパーアプリ。当面、経済対策として実施

する道民生活応援ポイント給付アプリのこと）のオンライン受付機能（ミニアプリ（以下、

「オンライン受付」という。））との API 連携による入退庁管理機能（二次元コード認証）

の実装 

（４） 設置期限及び履行期間 

① 設置期限：令和９年(2027年)１月 12日から運用できること 

② 履行期間：設置から令和 14年（2032年）３月３１日まで 

（５） 設置場所 

北海道本庁舎（札幌市中央区北３条西６丁目）１階玄関ホールほか（別紙「配置図」のとお

り） 

（６） 機器設置箇所・台数 

    別紙１「セキュリティ設備仕様一覧」及び別紙２「入退庁管理システムに関する仕様一覧」 

のとおり 

（７） 設備・機器構成イメージ 

  下図１-１のとおり。 

 図１-１ 設備・機器構成イメージ図 
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（８） 作業スケジュール 

    作業スケジュールは下図１-２のとおり想定している。詳細なスケジュールについては、契 

約締結後、発注者と受注者が協議の上、決定するが、上記（４）記載の履行期間については 

遵守すること。 

２ 業務範囲 

（１） 機器設置等作業 

① セキュリティ設備及び構成機器の設置とそれらに係るシステム（ソフトウェア）の開発 

② 上記①に必要となる設備及び機器の設置に係る一連の工事 

③ 設備・機器及びシステム（ソフトウェア）の動作確認の実施（設置前及び設置時の立ち会い

試験） 

④ 設備・機器及びシステム（ソフトウェア）の使用マニュアルの作成とそれに係る説明 

⑤ 設備・機器及びシステム（ソフトウェア）に係る保守・管理 

（２） 対応する通行証 

① FeliCa方式による IDm  

ア) 非接触 ICカード（FeliCaの IDｍ）及び公用スマートフォン（FeliCaの IDｍ）による認証 

a. 通行証等の有効期限 

・ 通行証行証（非接触 ICカード FeliCaの IDｍ）による認証・・・ 期限の設定なし 

・ 公用スマートフォン（FeliCaの IDｍ）による認証 ・・・ 期限の設定なし 

b. 照合データ 

・ 事前にシステム内に登録した通行証リスト 

c. 判定方法 

・ 上記ｂにより登録済みの通行証の場合は、ゲートの通過を認証 

② オンライン受付による二次元コード 

ア) オンライン受付で生成された二次元コードの認証 

a. 有効期限 

・ オンラインで受付をした来庁日限り有効（８：45～18：30まで） 

b. 照合データ 

・ オンライン受付との連携（API連携）による二次元コード（又は一意識別子） 

c. 判定方法 

・ 上記 a及び b により有効期限内でかつ有効な二次元コード（又は一意識別子）の場合は、

ゲート通過を認証 

③ 各種履歴の保存・出力 

（３） 利用者数（１日あたりの入庁者数）  

① FeliCa方式による IDm認証 

3,500人程度（職員及び入居団体職員など） 

② オンライン受付による二次元コード認証 

図１-２ 作業スケジュール 
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1,000人程度（職員との打合せなど含む一般来庁者） 

３ 入退庁管理システムにおける機能要件 

（１） システムの機能に関する事項 

① 次の基本機能及び管理機能を有するものとする。 

【基本機能】 

下記一覧表における基本機能を有するとともに、以下に記載する機能を有すること。 

 

NO. 業務 概要 

１ 利用者管理 
入退庁管理を行うため、セキュリティゲートの通行許可者についての

登録、変更、削除を行う。 

２ 設備状況確認 
セキュリティゲートの状況（開扉、閉扉等の状況）及びアラート等の

リアルタイムに発生している状況を確認する。 

３ 一覧表出力 
登録されている利用者情報、設備の設定情報及び操作情報、状況の履

歴情報の一覧を表示し、ファイルに出力する。 

４ メンテナンス セキュリティゲートの利用者情報、設定登録情報を退避、復元する。 

５ データ退避 設備全体のバックアップを行う。 

表３-１ 入退庁管理システムで行う業務一覧 
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NO. 業務 機能名 機能概要 

1 

利用者管理 

利用者登録 (対応する通行証毎に)入退庁許可者等を登録する。 

2 利用者変更 入退庁許可者等の情報を変更する。 

3 利用者削除 (対応する通行証毎に)入退庁許可者等を削除する。 

4 

システム状

況確認 

イベント 発生するイベント情報をリアルタイムにリスト表示する。 

5 アラーム 発生するアラーム情報をリアルタイムにリスト表示する。 

6 制御装置 
制御装置及び接続されている設備の状態および通信状態を

表示する。 

7 ゲート 
ゲートの状態を表示する。また、ゲートの一回解錠、連続解

錠を遠隔操作する。 

８ マップ 
マップ設定（一覧表示）で設定されたシンボル（登録設備）

を表示する。また、シンボル選択にて各種遠隔操作を行う。 

９ レポート 
各種設定情報をプレビュー画面表示、プリンタ出力、PDF 出

力する。 

11 

一覧表出力 

イベント履歴 

情報照会検索 

データベースに保存されているイベント履歴情報を検索・

リスト表示する。また、検索された情報をテキストファイル

出力、プレビュー画面表示、プリンタ出力、PDF 出力する。 

12 
操作履歴情報 

照会検索 

データベースに保存されている操作履歴情報を検索・リス

ト表示する。また、検索された情報をテキストファイル出

力、プレビュー画面表示、プリンタ出力、PDF 出力する。 

13 
個人情報 

照会検索 

登録されている利用者情報を検索・リスト表示する。また、

検索された情報をテキストファイル出力、プレビュー画面

表示、プリンタ出力、PDF 出力する。 

14 日付・時刻 制御装置、入退庁管理端末の日付・時刻を設定する。 

15 

メンテナン

ス 

バックアップ 
データベースに保存されている各種設定、登録データ、履歴

データをファイル出力する。 

16 
ダウンロード 

（制御装置） 

データベースに保存されている各種設定、登録データを制

御装置に一括送信する。 

17 ファイル出力 

データベースに保存されている各種設定、登録データをコ

ンパクトフラッシュカード経由で制御装置に渡すファイル

を出力する。 

18 インポート 
テキストファイル（タブ区切り、カンマ区切り）で作成され

た利用者情報等をデータベースにインポートする。 

19 エクスポート 
データベースに保存している利用者情報等をテキストファ

イルにエクスポートする。 

表３-２ 機能一覧 
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【管理機能】 

ア) 認証・権限管理機能 

a. 英小文字、英大文字、数字及び記号のうち、いずれか 3種類以上を含むこと。 

b. 登録可能な桁数は 10桁以上であること。 

c. 連続エラー許容回数を設定ができ、回数は任意に設定可能であること。 

d. 有効期限設定ができ、有効期限切れユーザの認証時にはアカウントロックが可能である

こと。 

e. パスワードの有効期限とパスワード変更猶予期間を設定することで、有効期限を過ぎた

場合にログインすると変更猶予期間中はパスワード変更を促すメッセージ画面が表示

されること。 

f. セキュリティゲートの遠隔解錠（一回解錠、連続解錠）ができること。 

g. 利用者情報、イベント履歴などの一覧表は個人 ID や発生日付時刻などの項目からソー

トすることが可能であること。 

h. 導入する入退庁管理コンピューターについては、物理的なアクセスが容易でない場所に

設置し、耐タンパ性を確保する為、施錠、ブザー、データ消去等の方式について北海道

庁と協議の上、決定すること。 

i. IDｍ認証情報の登録は５万件以上可能であること。 

 

イ) FeliCaカード管理機能 

a. FeliCaカードの管理業務等を行える機能を有すること。なお、当該 FeliCaカードの管

理業務の詳細は下記一覧表のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 入退庁管理システムにおける非機能要件 

① システムアーキテクチャの方式 

本件で調達するシステムは、運用開始後に機密性が高く取扱いに注意を要する情報を含む

予定である。よって、納入するシステムの構成については、クラウド、SaaS等の方式では

なく、オンプレミス方式のシステムとして構築することとする。なお、入退庁管理コンピ

ューター等の設置場所等の詳細については、事前に現地調査の上、発注者と別途協議し決

定すること。 

※ オンライン受付で生成された二次元コードの認証による入退庁管理にかかる部分（プ

ロポーザル提案部分）のシステム構成については、オンプレミス方式に限らない 

② 性能 

別紙１「セキュリティ設備仕様一覧」及び別紙２「入退庁管理システムに関する仕様一覧」

NO. 業務 概要 

１ カード失効業務 紛失、盗難、破損等の場合に、IC カード等の失効を行う。 

２ カード管理業務 発行した IC カード等の管理を行う。 

３ 利用者管理業務 IC カード利用者の利用者情報等の管理を行う。 

４ 操作者管理業務 
カード発行管理機能の操作者および操作者に付与する権限の管理を

行う。 

表３-３ カード管理の業務概要 
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のとおり 

③ 信頼性 

入退庁管理システムに関わる入退庁管理コンピューターは時刻同期を行うこと。また、必

要に応じて通信を行うためのネットワーク調整を行うこと。入退庁管理システムは各入退

庁管理コンピューターの時刻同期先とするため、時刻同期先として必要な設定をすること。 

④ 継続性 

入退庁管理システムに関わる入退庁管理端末及び入退庁管理コンピューターは、電力供給

が停止した場合において、システムを安全な状態に保つ機能を有すること。 

入退庁に係わるデータ（カード番号、入出時間、入出の別）を１年間蓄積でき、システム

管理者が、参照できるファイル形式で出力できるようにすること。また、データのバック

アップを定期的に（毎日１回以上）自動で取得できること。 

なお、システム障害発生時の復旧時間の目標（RTO）は、原則５時間以内とする。ただし、

復旧に過度の時間を要する場合は、北海道庁と相談の上、早急に復旧を行うための体制を

敷き、復旧に要する時間を報告すること。 

⑤ 入退庁管理システム稼働環境 

ア) 稼働環境 

     原則として 24 時間 365 日稼働とする（メンテナンス時などを除く）。 

イ) ソフトウェアに関する要件 

システムに搭載するソフトウェアは、システム障害に関して解析等を迅速に行うことがで

きるものとし、以下の要件を満たすこと。 

a. ソフトウェアが不正プログラムを含まないこと。 

b. ソフトウェアが脆弱性を含まないこと。 

c. ソフトウェアの利用時に、脆弱性が存在するバージョンの OSやプログラム等の利用を

強制するなどの情報セキュリティ水準を低下させる設定変更を、OS やソフトウェア等

の利用者に要求することがないよう、ソフトウェアの提供すること。 

d. ソフトウェア利用にあたって必須ではない、ソフトウェア利用者その他の者に関する

情報が本人の意思に反して第三者に提供されるなどの機能がソフトウェアに組み込ま

れないものとすること。 

⑥ 入退庁管理システムに係る情報セキュリティ 

ア) 基本的な考え方 

a. 情報システムに対する不正の検知、発生原因の特定に用いるために、システムログを蓄

積し、最低１年間以上、入退庁管理コンピューターに保管すること。北海道庁の情報セ

キュリティ関係規程群のほか、情報セキュリティ対策を行ううえで遵守すべき法規等

に基づいて、必要な情報セキュリティ対策を行うものとする。以下に本件業務の情報セ

キュリティ対策に関わる要件を示す。 

イ) 情報の管理 

a. 受注者は、本業務に使用する電子データの情報資産を端末又は外部記憶媒体（USB 等）

等に保存する場合、適切なアクセス制御を行うとともに、必要に応じて北海道の指示に

基づき暗号化した状態で保存すること。 

b. 本業務の遂行において取り扱うデータ等については、北海道の許可がある場合を除き、

庁舎内から持ち出してはならない。なお、庁舎の外へ持ち出す場合は、北海道が許可し

た方法で行うこと。 

c. 受注者は、情報資産を放置してはならない。 

ウ) 情報の廃棄・返却 

a. 受注者は、紙媒体及び CD-R等の物理的情報資産を廃棄する場合は、シュレッダーを使
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用する等、復元が困難な状態にして廃棄すること。 

b. 受注者は、北海道庁から貸与された全ての情報（複製及び第三者に提供した情報を含

む。）を業務完了時に返却すること。 

エ) 入退庁管理端末のセキュリティ 

a. 本業務により導入した入退庁管理端末に対し、北海道から許可を得ていない外部記憶媒

体（USB 等）は使用しないこと。なお、許可された特定の USB メモリ以外の接続を不可

とするため、デバイス制御機能を持つソフトウェアを導入すること。 

オ) ソフトウェアのセキュリティ 

a. セキュリティゲートの管理に関わるログの取得、管理を適切に行えること。 

カ) システム内における通信のセキュリティ 

a. 入退庁管理コンピューター、カードリーダ、セキュリティゲート設備制御装置（盤）、

入退庁管理用端末など、入退庁管理システムを構成する各機器間（ローカルネットワ

ーク内）の通信においても、httpsや FTPS、SFTPなど暗号化を行って通信できること。 

 

４ セキュリティゲート等の機器に求める要件 

  設置する設備・機器については以下の要件を満たすこと。 

（１） セキュリティゲート 

① 設置箇所 

 

 

 

 

 

 

 

② 求める要件 

ア) ゲート幅は通常用で 600mm、車イス利用者用ワイドゲートで 900mm、大型荷物の搬出入用で

1,200mmの幅を確保できること。 

イ) 筐体の高さは視認性が高いものとすること。(参考値：概ね 900mm～1,100mm程度) 

ウ) 各筐体幅は、設置場所の寸法条件および通行動線、並列設置台数を考慮し、現場環境に適

合するよう適切に設計・選定すること。（参考値：概ね 150mm程度） 

エ) カード等をかざす認証部（カードリーダ部）について、車椅子利用者の視認性・操作性な

どに配慮した方式及び寸法とすること。（参考値：概ね 900mm～1,100mm程度） 

オ) 筐体等機器の色は、本庁舎の雰囲気に馴染むような配色とすること。 

カ) 筐体設置は据え置きとし、アンカー打設は不可とする。 

キ) 筐体設置に当たっては配線など不陸の要因となる障害物を覆い、円滑な通行を可能とする

ようスロープを設置すること。なお、スロープの勾配はバリアフリーに配慮し、１／１２

以下とすること。 

ク) ゲート設置において、機能性能及び外観を損なわないことを条件に、協議の上、架台設置

による設置・配線も可能とする。 

ケ) １分間に 50人以上の処理能力（連続認証通行）を有し、共連れ、逆流などの不正通行を抑

止できること。 

コ) 車イス利用者等の通行の安全性や、連続通行量が多い場合の処理スピード等を考慮し、通

路毎に開扉時、閉扉時のフラップ開閉スピードを個別にそれぞれ調整できること。 

サ) ゲートは双方向の入退が可能であること。 

1 階（エレベーターホール前） 7 筐体 6 通路 900mm 幅×２通路、600mm幅×４通路 

1 階（北側階段前） 3 筐体 2 通路 900mm 幅×２通路 

地下 1 階（別館方面連絡通路） 3 筐体 2 通路 900mm 幅×２通路 

地下 1 階（議会方面連絡通路） 3 筐体 2 通路 900mm 幅×１通路、600mm幅×１通路 

地下 2 階（別館方面連絡通路） 2 筐体 1 通路 1,200mm 幅×１通路 
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シ) ゲートの種類は、セキュリティ上の見通し確保の為、両側フラッパーゲート方式とし、フ

ラッパー部はアクリル製を基本とするが、ウレタン等安全面に配慮した素材の選択も可能

とすること。また、視認性を考慮した高さとすること。（参考値：フラッパー上部は、床面

から概ね 900mm以下） 

ス) 車イス利用者等の通行者が残留している場合の安全性を考慮し、センサー等で残留者の検

知が可能であること。また、フラップ下側のくぐり抜けを防止するため、くぐり抜け検知

センサーにより、不正通行の検知が可能なこと。 

セ) ドア強制押し開き、共連れ、不正カード利用等のときは、ブザー音と同時に警報ランプが

点滅する機能を有すること。また、共連れ検知センサーの設定は、各運用に適した感度調

整が行えること。 

ソ) カードをかざす照合部は、発光し通行者に分かりやすいものとすること。 

タ) 警報ランプ等の状態表示（正常通行／異常通行）は色覚障がい者への配慮がなされている

こと。 

チ) セキュリティゲート利用者の利便性、警備員の視認性を考慮し、正常通行と異常通行を表

示する LED光源が搭載されていること。 

ツ) ゲートの開閉や通行状況（正常通行／異常通行）、機器故障等の制御等を行うための入出力

端子を有すること。また、接点制御端子に加え、シリアル制御端子も備えたゲートとする

こと。 

テ) FeliCa 方式に準拠した非接触 IC カードリーダ（カードリーダ装置）を内蔵し、IC カード

等の鍵情報を読み取り、鍵情報照合を行い、ゲートの開閉ができること。 

ト) カードリーダは、ICカード等（通行証、公用スマートフォン）とカードリーダとの間隔が

20mmの距離での読取が可能な性能を有すること。 

ナ) 非常解放ボタン及びリモコン送受信機でのゲートの開閉機能を有すること。 

ニ) 無停電電源装置が接続され、電力供給が停止した場合でも安全な状態に保つ機能を有する

こと。 

ヌ) 火災発生時に自動でゲートが開放するようパニックオープンの機能を備えており、火災報

知盤からの信号を受けるよう必要な工事を行うこと。また、自然災害が発生した際には、

手動でゲートが開放できること。 

ネ) セキュリティゲートについては、非常開放ボタン等にて、各通路単位にフラップの開閉機

能を有すること。 

ノ) 入退庁管理コンピューターから操作できない等の不測の事態が起きた際であっても、障害

解析が行えるよう、セキュリティゲート本体に異常情報を蓄積する機能を有し、参照可能

なエラー履歴を 100 件以上保持できること。また、電源を切ってもログが保存されている

こと。 

ハ) フラップ開閉回数を 7 桁以上カウントすることができ、消耗品の交換時期を認識すること

ができること。 

ヒ) 設置する環境下で問題なく稼働できること。 

フ) 設備及び構成機器は、AC100V 50/60Hzの電源で使用できること。 

 

（２） カードリーダ 

① 設置箇所 

    カードリーダ単体の設置箇所は下記一覧表のとおり。 
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② 求める要件 

ア) ICカード等から入退庁管理に必要な情報の読み取りが可能であること。 

イ) 重要情報の保持に関し、耐タンパ性を有すること。 

ウ) FeliCa方式に準拠した非接触 ICカードリーダであること。 

エ) IC カード等（通行証、公用スマートフォン）とカードリーダとの間隔が 20mm の距離での

読取が可能な性能を有すること。 

オ) 構成機器は、AC100V 50/60Hzの電源で使用できること。 

 

５ 入退庁管理システムに求める要件 

（１） カードリーダの制御関係 

① 入退庁管理に必要な情報をカードリーダに配信できること。 

② カード及び公用スマートフォンの有効性の検証を行えること。 

③ カードリーダの管理を行えること。なお、カードリーダ故障時においては PC操作やボタン等

によるセキュリティゲートの制御が可能であること。 

④ カードの照合結果に基づき、ゲート、警報ランプ、ブザー等の制御を行えること。 

⑤ 火災発生時、火災報知盤から信号を受け、自動的にゲートが開放すること。 

⑥ カードリーダは、指定時間以上使用しない場合は表示 LED を自動的に OFF にする機能を有す

ること。 

（２） セキュリティゲートの制御関係 

① セキュリティゲート本体で収集したログ（通行履歴、不正通行信号、機器異常信号等）の記録

時間が、入退庁管理設備における各種ログと適切に整合できるよう、入退庁制御装置と入退庁

管理設備間で、最低 1時間に 1回、自動で時刻の同期が行えること。 

② セキュリティゲート及びカードリーダには、アンチパスバック機能を有し、必要に応じて入退

庁管理端末からアンチパスバック解除操作が可能であることとし、加えて、機能の有効／無効

／違反検知のみの設定が切替可能なこと及び操作履歴情報が保存できること。 

③ 制御盤の処理性能が、セキュリティゲートの 1 通路あたりの通行可能人数を下回らない構成

とすること。 

④ セキュリティゲート本体の通行やエラー等（通行を完了した場合「通行完了信号」、不正通行

を検知した場合「不正通行信号」、機器が故障した場合「機器異常信号」等）を入退庁管理設

備に対し履歴記録用に出力できること。なお、出力する内容は、選択可能であること。 

（３） その他 

① 入退庁管理コンピューターとカードリーダ間の通信は暗号化を行って通信できること。 

② 緊急時にも対応できるようサーバの場合は、入退庁管理端末（物理クライアント）からでも入

退庁管理ソフトのバックアップを行うことができること。 

③ 障害対応用に制御盤のエラーログデータを取得できる仕組みを持つこと。 

④ 入退庁に係わるデータ（ID カード番号等）の検索機能を有していること。なお、検索結果は

テキストによる出力及び画面表示できること。 

⑤ バックアップを定期的に（最低毎日 1回程度）自動で取得できること（セキュリティゲート管

理機能については、職員の入退庁に関する情報を外部記憶媒体（USB等）にバックアップを取

得する。また、入退庁管理システムの障害発生時に復旧用マスタによる再インストールと同バ

ックアップデータのリストアにより現状が回復できること）。 

本庁舎地下 1 階 時間外出入口 2 台 

本庁舎地下 1 階 駐車場出入口（収発室前） 2 台 

本庁舎地下 2 階 駐車場出入口（職員駐車場前） 2 台 
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⑥ 入退庁管理端末から、同端末に接続されるカードリーダを使用して、IC カードの内容中身（カ

ード識別等）を表示できること。 

⑦ 各カードリーダと制御装置（制御盤一体型を含む）は、メンテナンス性を考慮し、遠隔（入退

庁管理コンピューター）からのリモートバージョンアップが可能であること。 

⑧ カードリーダは、音声によるアナウンスができること。加えて、音量を操作端末のソフト（保

守員用）から変更可能であること。また複数台変更する場合でも一括で変更可能であること。 

⑨ 入退庁管理コンピューターにはアンチウィルスソフトウェアをインストールすること。 

⑩ 入退庁管理コンピューターには無停電電源装置を接続し、電源管理可能な連動するソフトウ

ェアをインストールすること。 

⑪ セキュリティゲート、カードリーダ、制御装置について、契約期間内の機器保障が外部組織よ

り認定済みであること。 

⑫ 本設備を構成する機器等は、AC100V 50/60Hzの電源で使用できること。 

 

６ 侵入規制 

（１） 対策方法 

① セキュリティゲート脇に通行可能なスペースが生じる場合は、次の要件を満たす資材の配置

により侵入を規制する。 

（２） 配置資材 

① 資材は、グリーンパーティション等とする。 

② 緊急時などを想定し可動式とする。 

③ 配置する資材は、道と事前に協議の上、決定する。 

 

７ 設備・機器の設置等 

（１） 設置者 

① 本設備及び機器に係る調達、設置、調整は受注者の責任において実施すること。 

② これに係る費用は受注者の負担とする。 

（２） 施工範囲 

① 本設備及び機器の設置に必要となる工事の一切を受注者が実施する。 

② 本設備及び機器への供給電源の確保は、受注者により対応する。 

（３） 留意事項 

① 本設備及び機器の設置工事に関し、関係法令を遵守し、工事の円滑な進捗を図るとともに、関

係法令の適用及び運用は受注者の責任において行うこと。 

② 庁舎保全のため本設備及び機器の搬入・設置にあたっては施設の養生等対応を十分に行うと

ともに、職員及び来庁者など庁舎利用者に配慮の上、作業を行うこと。 

（４） 撤去・原状回復 

① 契約終了後は、受注者において本設備及び機器等を撤去の上、設置場所を原状回復すること。 

② これに係る費用は受注者の負担とする。 

 

８ 設備・機器等の保守・管理 

（１） 受注者は、セキュリティ設備及び入退庁管理システムに係る機器の導入後から契約終了まで

の間、正常な状態で使用できるように管理すること。 

（２） 契約期間中におけるソフトウェアのライセンス使用料等、当該ソフトウェアの利用にあたり

必要な費用についても、本契約に含めること。 

（３） 機器、ソフトウェアについて、長期利用を考慮し契約期間内はサポートが終了することが無い

製品（サポートが終了する場合であっても、バージョンアップ・後継機種等により引き続きサ
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ポートを受けることができる場合を含む）を採用すること。 

（４） 保守・管理の実施に当たっては、庁舎内での各種業務に支障をきたさないようにすること。 

（５） 平日の 8時 00分から 18時 30分までの間、電話によるサポート対応が可能であること。 

（６） 機器等に不具合が生じた場合は、翌日までに駆けつけ現地対応できること。 

（７） 故障時に交換した部品代、修理費は受注者の負担とすること。 

（８） 以下に掲げる事象によって生じた損傷等を原因とする場合は、受注者の責任から除くことと

する。 

① 北海道庁の職員及び来訪者等第三者の故意または重大な過失 

② 天災・地変その他の不可抗力 

③ 受注者の了解なく行ったシステムの移設・増設・撤去 

④ 受注者の了解なく行った仕様変更等 
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№ 分類 数量 要求仕様 

１ 
セキュリティゲート（通常型） 

１通路（２筐体） 通路幅 600㎜ 
５  本書記載の機能を有するもの 

２ 

セキュリティゲート 

(車椅子等対応ワイド型) 

１通路（２筐体） 通路幅 900㎜ 

７  本書記載の機能を有するもの 

３ 

セキュリティゲート 

(大型荷物搬入用型) 

１通路（２筐体） 通路幅 1,200㎜ 

１  本書記載の機能を有するもの 

４ 
ゲート内蔵カードリーダ 

（FeliCa方式 IDｍ読み取り用） 
26  本書記載の機能を有するもの 

５ 
単体設置カードリーダ 

（FeliCa方式 IDｍ読み取り用） 
６  本書記載の機能を有するもの 

６ 二次元コード読み取り用カードリーダ 10 

 FeliCa 方式 IDｍ読み取り型と同様の機

能を有するもの 

※ カードリーダの設置方法は、ゲート内

蔵や単独スタンドなど受注者の提案内

容による 

７ セキュリティゲート設備制御装置（盤） － 

 本書記載の機能を有するもの 

※ 仕様や数量は、受注者が構築するシス

テムによる 

８ 侵入規制資材 － 

 グリーンパーティション等 

※ 設置資材の仕様や数量は、受注者のゲ

ート仕様や設置方法による 

９ その他 － 

 その他本書記載のセキュリティシステ

ム実現に必要となる設備や機器並びに

設備・機器設置及び運用に必要な資機材 

※ 資材の仕様や数量は、受注者が構築す

るシステムによる 

【別紙１】セキュリティ設備仕様一覧 
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№ 分類 数量 要求仕様 

１ 入退庁管理システム（シフトウェア） １  本書記載の機能を有するもの 

２ 
入退庁管理システムの稼働・運用を可

能とするサーバ 
１ 

 本書記載の入退庁管理システムの稼働・運

用に支障のないスペックであること。 

 サーバ OS：Windows Server 2022 Standard 

Edition以上 

 アンチウイルスソフト 

※ スペックや台数などは事業者提案の二次

元コードの認証システムの方法により異

なる。 

※ 管理用端末での代用によるサーバ不要の

構成も可とする。 

３ 管理用端末及び表示装置 １ 

 本書記載の機能を有するもの 

 端末：USBインターフェース（2.0以上）を

有し、キーボード、マウスを備え付けている

こと 

 端末 OS：Windows 11 Pro以上 

 端末ソフト：入退庁管理システムに関する

ソフトフェアのほか、Microsoft officeが

使用できること 

 表示装置：液晶カラーモニター、表示画面サ

イズ 23.8インチ以上 

４ 外部出力（プリンター） １ 
 入退庁履歴等のデータ印刷などのためプリ

ンター（カラー印刷対応）を付属すること 

５ その他 － 

 その他本書記載のセキュリティシステム実

現に必要となる機器並びに機器設置及び運

用に必要な資機材 

※ 資材の仕様や数量は、受注者が構築するシ

ステムによる 

【別紙２】入退庁管理システムに関する仕様一覧 


